































































































年長（男） 年長（女） 合  計





















































































































108.73 ***       112.40
4.36 4.71
109.08 **        112.43
4.20 4.22












































実施月 往復走（秒） 立幅跳(cm) ボール投(m)
8.81 97.98 7.68
0.76 18.12 2.71
**   8.08 **   111.09 7.49
0.59 18.68 2.52





実施月 往復走（秒） 立幅跳(cm) ボール投(m)
9.02 93.03 5.00
0.53 14.94 1.11
*** 8.34 **  102.84 5.13
0.44 14.10 1.57



































実施月 往復走 立幅跳 ボール投
3.16 3.00 3.33
0.80 0.95 1.02
*    3.61 2.80 *** 2.57
0.83 1.07 0.93





実施月 往復走 立幅跳 ボール投
3.03 3.09 3.27
0.71 1.10 0.76
*   3.45 2.97 *** 2.55
0.71 1.05 1.00







に、園児をグループ A とグループ B に分類し、身長の変化
について男女時別に平均値と標準偏差で示したものである。
男児についてみてみると、グループ A では、６月時から
11月時にかけて110.74cm から114.64cm に、グループ B で
は107.26cm から110.68cm へ増加しており、それぞれ１％水





た。グループ A では６月時の111.23cm から11月時には
114.47cm へ増加し、グループ B では106.93cm から110.45cm
へそれぞれ増加しており、６月時と11月時の値にはグルー
プ A で１%、グループ B においては５% 水準で統計的有意
差がみられた。またグループ A とグループ B の値を比較す





に、園児をグループ A とグループ B に分類し、体重の変化
について男女時別に平均値と標準偏差で示したものである。
男児についてみてみると、グループ A では、６月時から
11月時にかけて19.36kg から20.19kg に、グループ B では
18.03kg から18.63kg へ増加していたものの、身長と異なり
統計的有意差はみられなかった。また、グループAとグルー




た。 グ ル ー プ A で は ６ 月 時 の18.96kg か ら11月 時 に は
19.66kg へ増加し、グループ B では17.49kg から18.19kg へ
それぞれ増加していたものの、両者の間には統計的有意差
平均値及び（ ）内は標準偏差
グループA 110.74 (3.45) ++     114.64 (4.14)
****
107.26 (4.42) ++     110.68 (4.46)
グループA 111.23 (2.71) ++     114.47 (2.88)
****
106.93 (4.38) +       110.45 (4.48)
*はグループA、B間の有意差を表す ** p<0.01  ***p<0.001





















グループ A について、下段はグループ B についてまとめて
いる。
３つの測定項目の平均値は６月、11月ともいずれの種目
においてグループ B よりも、グループ A の方が記録は高い
傾向にあった。それぞれの測定項目についてみると、往復
走についてはいずれのグループとも12月測定時のほうが記
録は高くなりグループ A では５%、グループ B では0.1％水
準で統計的有意差がみられた。同様の傾向は立幅跳びにお






グループA 19.36 (2.30) 20.19 (2.81)
グループB 18.03 (2.43) 18.63 (2.93)
グループA 18.96 (1.69) 19.66 (1.73)





実施月 往復走（秒） 立幅跳(cm) ボール投(m)
6月 8.50(0.68) 104.85(21.77) 8.08(2.98)
* *
11月 7.92(0.66) 119.67(17.31) 8.31(2.78)
6月 9.06(0.73) 92.48(12.48) 7.38(2.50)
*** **
11月 8.20(0.50) 104.92(17.42) 6.90(2.19)
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表11は、女児についてグループ別に３つの運動能力テス
ト測定値を平均値と標準偏差で示したものであり、上段は































実施月 往復走（秒） 立幅跳(cm) ボール投(m)
6月 9.16(0.56) 91.31(15.63) 5.31(1.21)
***
11月 8.38(0.45) 100.80(12.25) 5.57(1.79)
6月 8.89(0.47) 94.65(14.55) 4.71(0.95)
**
11月 8.31(0.45) 104.75(15.79) 4.72(1.24)


































実施月 往復走 立幅跳 ボール投
6月 3.15(0.93) 3.15(1.14) 3.20(1.11)
11月 3.55(0.94) 3.20(1.15) 2.70(0.98)
6月 3.16(0.69) 2.88(0.78) 3.44(0.96)
****
11月 3.65(0.75) 2.50(0.91) 2.46(0.90)






実施月 往復走 立幅跳 ボール投
6月 2.53(0.52) 2.63(1.02) 3.19(0.66)
**
11月 3.25(0.68) 2.88(0.96) 2.81(1.11)
6月 3.50(0.52) 3.53(1.01) 3.35(0.86)
**
11月 3.65(0.70) 3.06(1.14) 2.29(0.85)
*は6月、11月間の有意差を表す ** p<0.01
女 児
グループA
女 児
グループB
－25－
鹿児島県における幼児の発育・発達に関する研究
４．結　　論
本研究では鹿児島県における幼児の発育・発達や運動能
力の現状や縦断的発達状況を明らかにするために、鹿児島
市内にあるこども園年長児を対象に、スポーツ庁の推奨す
る幼児の運動能力測定項目のなかから、往復走、立幅跳、
ボール投げについて６月及び12月に記録測定を実施した。
その結果以下のことが明らかとなった。
１）男女別にみた身長及び体重の平均値は、鹿児島県の幼
児の平均値と比較してほぼ同様の結果であった。しかし、
全国平均値と比較するといずれの項目も低い傾向にあった。
男女別に比較すると、身長においては女児の方が男児より
も５月時及び11月時のいずれにおいてもやや高い傾向を示
していた。
２）５月及び11月時における身長と体重の変化を比較する
と、身長については男児では0.1％、女児では１％水準で有
意に11月時の方が大きかった。一方、体重については男児、
女児ともに11月時の方が値は大きくなっていたが、統計的
有意差はみられなかった。
３）運動能力テスト項目値をみてみると、男児では11月時
には往復走、立幅跳については大きく記録の伸びる傾向に
ありそれぞれの記録には１％水準で有意差がみられたが、
ボール投げについては11月時には記録はやや低下する傾向
にあった。一方女児では、測定した全ての項目について11
月時には記録が向上する結果となり、男児同様往復走と立
幅跳びについてはそれぞれ0.1％、１％水準で有意差がみら
れた。
４）運動能力テスト項目を得点でみてみると、５月時には
男女児ともに３つの測定項目すべてにおいて３点を上回っ
ていたが、11月測定時には往復走のみ３点を上回り、且つ
得点も大きくなった。一方、その他の測定項目については
いずれも３点を下回っていた。
５）生まれ月を基準に幼児をグループ A（５歳後半→６歳
前半）とグループ B（５歳前半→５歳後半）の２つに分類
しそれぞれのグループの発育についてみると、身長、体重
は男女児ともにグループ A の方が値は大きかった。運動能
力テスト値は、男児ではグループAの方が、女児ではグルー
プ B の方が記録は高い傾向を示した。
６）ボール投げについては、男女児ともに記録の伸びは小
さく、また得点でみるといずれのグループでも得点は小さ
くなった。
これらの結果をもとにすると、本研究園児は、往復走に
ついては記録も高く、発達の程度も高い傾向がみられたも
のの、ボール投げについては、逆に11月時の得点が有意に
低くなった。これは投動作の発達が走動作の発達と比較し
て低いことを示唆しているともみられる。今後は投動作の
習熟度調査についても評価しながら注意深くその推移につ
いては検討してみたい。なお、本研究結果は、授業として
の保育内容（健康）で学生に示すとともに、児童教育学科
教員資格審査へ向けた研究の一環として取り組むものでも
あった。
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